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融資電子契約サービスについて
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相談や提案に割ける時間が増加
契約書の点検効率化や保管レス
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電子契約サービス申込と電子証明書交付フロー
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課 題：電子署名法は自然人が対象。一方、証書貸付などの融資取引の契約者は法人。
解決策：法人の融資契約権限者として電子契約を行う個人（電子契約者）を特定することで、

法人取引に適用（融資契約権限者を申込書にて明確化）⇒下図
解決策：IDを有効化するための「初期暗証番号通知書」を電子契約者に手交⇒下図
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【今後の課題】

〇非対面での本人確認方法・初期
暗証番号の通知方法の確立

〇金融界全体での電子契約導入・
デジタル化推進


